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主
イ
エ
ス
基
督
に
あ
っ
て
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

１
． 

 

二
〇
二
六
年
。
十
二
支
で
は
七
番
目
の
午
（
う
ま
）
の
年
。
時
刻
で
は
午
前
と
午

後
の
分
岐
点
が
正
午
。
深
夜
の
子
（
ね
）
の
刻
か
ら
始
ま
り
、
真
昼
が
午
の
刻
。
方

位
で
は
子
午
線
の
子
が
真
北
で
、
午
が
真
南
。
月
で
は
陰
暦
の
五
月
（
端
午
の
節

句
）
。 

 

動
物
に
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
漢
字
は
、
杵
の
象
形
で
、「
ま
じ
わ
る
」
「
つ
ら
ぬ

く
」
「
も
と
る
」
「
そ
む
く
」「
さ
か
ら
う
」
な
ど
の
意
味
。 

 

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
、SNS

は
現
代
の
交
わ
り
の
具
。
知
ら
な
い
人
と
の
交
わ
り
は
要

注
意
。
目
的
を
貫
く
手
段
で
も
あ
り
、
道
に
悖
り
、
法
に
背
き
、
義
に
逆
ら
う
こ
と

に
利
用
さ
れ
か
ね
な
い
か
ら
で
す
。 

 

昨
年
は
特
殊
詐
欺
が
多
発
。
数
千
万
円
、
億
越
え
の
被
害
が
連
日
報
道
。
投
資
詐

欺
、
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
、
マ
ネ
ロ
ン
詐
欺
、
振
込
め
詐
欺
・
詐
欺
、
偽
警
察
官
・
偽
逮

捕
状
詐
欺
な
ど
。
投
資
や
ロ
マ
ン
ス
の
送
金
は
自
己
責
任
の
要
素
が
大
き
い
で
し
ょ

う
が
、
マ
ネ
ロ
ン
・
振
込
め
詐
欺
・
偽
警
察
官
・
偽
逮
捕
状
で
高
額
送
金
は
常
識
の

欠
如
。 

 

闇
バ
イ
ト
被
害
も
常
識
は
ず
れ
。
特
別
な
知
識
技
能
も
な
く
簡
単
な
作
業
で
十
万

円
、
百
万
円
も
の
報
酬
を
得
ら
れ
る
筈
が
な
い
。
犯
罪
と
分
か
っ
て
実
行
し
た
完
全

な
犯
罪
者
。 

 

創
世
記
三
章
。
エ
デ
ン
の
園
に
お
け
る
ア
ダ
ム
と
エ
バ
の
場
合
、
悪
魔
の
甘
言
に

従
い
、
神
と
約
し
た
禁
断
の
木
の
実
を
侵
し
、
罪
人
と
な
り
ま
し
た
。
悪
魔
は
詐
欺

師
の
元
祖
。
詐
欺
被
害
が
人
間
の
罪
。 

 

真
剣
に
福
音
を
語
っ
て
も
聞
か
れ
な
い
の
に
、
新
興
宗
教
に
は
多
く
の
人
と
高
額

の
献
金
。
何
が
違
う
の
か
。
語
る
者
の
確
信
や
使
命
感
で
は
？ 

 

主
イ
エ
ス
の
「
我
を
何
と
思
う
や
？
」
に
、
ペ
テ
ロ
は
「
生
け
る
神
の
子
基
督
な

り
」
と
即
答
。
父
な
る
神
の
証
示
で
す
（
マ
タ
イ
一
六15

〜17

）。 

 

詐
欺
師
に
騙
さ
れ
て
大
金
を
失
っ
て
い
る
の
は
必
要
以
上
の
大
金
を
持
っ
て
い
る

人
。
お
金
の
な
い
人
は
騙
さ
れ
ま
せ
ん
。
無
関
係
な
話
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。
信
仰
の

あ
る
人
に
は
他
の
信
仰
も
理
解
で
き
ま
す
が
、
信
仰
の
な
い
人
に
は
信
仰
そ
の
も
の

が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。 

 

理
論
物
理
学
者
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
悟
っ
た
こ
と
。
自
然
法
則
が
法
則
で
あ
る

に
は
超
自
然
の
存
在
に
よ
り
保
持
さ
れ
る
必
要
。
そ
れ
を
「
神
」
と
呼
ぶ
な
ら
、
私

は
そ
の
神
に
頭
を
垂
れ
る
と
。 

 

ペ
テ
ロ
の
答
え
も
、
ま
さ
に
、
超
自
然
的
存
在
で
あ
る
天
の
神
の
証
示
だ
っ
た
の

 

         

 

２ 

「
敢
え
て
、
我
、
汝
に
言
う
。
汝
は
石
」（
マ
タ
イ
一
六18

）。
こ
の
「
石
」、
基

督
と
も
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。 

出
エ
ジ
プ
ト
一
七
１
〜
９
。
レ
フ
ィ
デ
ィ
ム
で
宿
営
し
た
時
、
飲
み
水
が
な
い

こ
と
か
ら
、
民
は
モ
ー
セ
に
ブ
ー
イ
ン
グ
。
モ
ー
セ
が
神
に
上
申
す
る
と
、「
我
、

岩
の
上
に
立
つ
。
岩
を
打
て
ば
水
が
出
る
」
と
宣
言
。
民
は
岩
か
ら
出
る
水
を
飲

ん
で
収
ま
り
ま
す
。 

Ⅰ
コ
リ
ン
ト
一
〇
４
に
よ
る
と
、
そ
の
岩
は
基
督
。
民
の
飲
ん
だ
水
は
、
基
督

か
ら
出
る
「
御
霊
の
飲
み
物
」。
神
と
基
督
と
聖
霊
と
の
三
位
一
体
の
働
き
。 

Ⅰ
ペ
テ
ロ
二
４
に
よ
る
と
、「
主
は
生
け
る
石
」。「
ペ
ト
ロ
ス
＝
石
」
と
は
別
の

「
リ
ソ
ス
＝
石
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
同
義
で
し
ょ
う
。 

基
督
を
信
じ
て
、
基
督
と
一
体
と
な
っ
た
信
者
も
、
当
然
に
「
石
」。「
汝
ら
も

生
け
る
石
と
し
て
霊
の
家
に
築
き
上
げ
ら
る
る
べ
し
」
（
二
５
）
と
。 

そ
う
な
ら
、「
こ
の
岩
の
上
に
、
我
、
我
が
召
命
社
団
を
建
立
せ
ん
」
の
「
こ
の

岩
」
と
は
、
使
徒
ペ
テ
ロ
で
は
な
く
、
ペ
テ
ロ
の
信
仰
告
白
で
も
な
く
、
基
督
と

一
つ
に
な
っ
た
信
者
で
す
。
そ
れ
こ
そ
「
基
督
の
召
命
社
団
」
た
る
教
会
で
す
。 

３ 今
は
終
わ
り
の
時
。
偽
預
言
者
が
多
く
現
れ
、
人
々
を
惑
わ
し
ま
す
（
マ
タ
イ

二
四11

）
。
世
界
の
初
め
、
人
を
惑
わ
す
者
が
現
れ
ま
し
た
。
悪
魔
で
す
。
悪
魔
は

詐
欺
師
の
元
祖
で
す
。
最
初
の
人
間
に
働
き
、
父
祖
た
ち
に
働
き
、
パ
ロ
に
働

き
、
主
イ
エ
ス
に
働
き
、
教
会
の
中
に
働
き
、
今
も
、
空
中
の
権
威
を
持
つ
支
配

者
と
し
て
働
き
続
け
て
い
ま
す
（
エ
ペ
ソ
二
２
）。 

毎
日
、
全
国
で
、
数
千
件
、
数
万
件
、
あ
る
い
は
数
十
万
件
の
詐
欺
被
害
が
発

生
。
刑
法
上
の
詐
欺
に
は
当
た
ら
な
い
詐
欺
的
、
虚
偽
的
、
欺
罔
的
な
も
の
、
真

実
で
な
い
も
の
、
Ｃ
Ｍ
広
告
の
類
も
併
せ
れ
ば
、
数
百
万
件
、
数
千
万
件
、
そ
れ

以
上
に
及
ぶ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

既
に
影
響
が
現
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
一
層
酷
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
は
Ａ
Ｉ
。
人
間
と
異
な
り
、
臆
せ
ず
、
不
確
か
な
情
報
で
あ
れ
、
憶
測
で
あ

れ
、
虚
偽
で
あ
れ
、
平
然
と
事
実
と
し
て
語
る
こ
と
で
す
。 

 

今
や
、
黄
泉
の
門
々
が
大
き
く
開
い
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
対
策
も
ま
た
基
督
の
召
命
社
団
の
働
き
で
す
。 

 

黄
泉
の
門
々
も
、
こ
れ
に
は
勝
て
な
い
の
で
す
（
マ
タ
イ
一
六1

8

）。 

       



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マタイ 16:15 イエスは彼らに言われた。「あなたがたは、わたしをだれだと言いますか。」 

16:16 シモン・ペテロが答えた。「あなたは生ける神の子キリストです。」 

16:17 すると、イエスは彼に答えられた。「バルヨナ・シモン、あなたは幸いです。このことをあなた

に明らかにしたのは血肉ではなく、天におられるわたしの父です。 

16:18 そこで、わたしもあなたに言います。あなたはペテロです。わたしはこの岩の上に、わたしの教

会を建てます。よみの門もそれに打ち勝つことはできません。 

16:19 わたしはあなたに天の御国の鍵を与えます。あなたが地上でつなぐことは天においてもつなが

れ、あなたが地上で解くことは天においても解かれます。」 

16:20 そのときイエスは弟子たちに、ご自分がキリストであることをだれにも言ってはならない、と命

じられた。 

16:21 そのときからイエスは、ご自分がエルサレムに行って、長老たち、祭司長たち、律法学者たちか

ら多くの苦しみを受け、殺され、三日目によみがえらなければならないことを、弟子たちに示し始めら

れた。 

16:22 すると、ペテロはイエスをわきにお連れして、いさめ始めた。「主よ、とんでもないことです。

そんなことがあなたに起こるはずがありません。」 

16:23 しかし、イエスは振り向いてペテロに言われた。「下がれ、サタン。あなたは、わたしをつまず

かせるものだ。あなたは神のことを思わないで、人のことを思っている。」 

16:24 それからイエスは弟子たちに言われた。「だれでもわたしについて来たいと思うなら、自分を捨

て、自分の十字架を負って、わたしに従って来なさい。 

16:25 自分のいのちを救おうと思う者はそれを失い、わたしのためにいのちを失う者はそれを見出すの

です。 

16:26 人は、たとえ全世界を手に入れても、自分のいのちを失ったら何の益があるでしょうか。そのい

のちを買い戻すのに、人は何を差し出せばよいのでしょうか。 

16:27 人の子は、やがて父の栄光を帯びて御使いたちとともに来ます。そしてそのときには、それぞれ

その行いに応じて報います。 

 

直 訳  敢えて、我、汝に言う。汝は石。我、この岩上に、我が召命社団を建つ。 

     黄泉の門々も、これに勝てない。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  

主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 

２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 

３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 

４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 

５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 

 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 


	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



